
(様式 7)

会社名

住所

成績証明童
日

28依 開光 第 370号  4葉 中 1葉

平成 28年 8月  2日

有限会社カンノ商会

340-0815

埼玉県人潮市人潮628-3

平成 28年  7月 19日  付でご依頼のあ りました上記試験の成績は、次頁のとお りです。

平成 28年 8月  2日

地方独立行政法人

東京都立産業技術研究センター理事

成績証明書の記載内容は、利用者が持参 した試験品に対する試験成績であつて、商品

(材料、部品、製品等)全体の性能 。効能等を保証するものではありません。

依頼品の品名、定格・仕様等は、依頼者の申請に基づき記載 したものです。

本成績証明書の内容を広告等その他に掲載 しようとする場合は、あらか じめ地方独立

行政法人東京都立産業技術研究センターの承認を受けてください。

様

(注)。

依頼品 品名 :防音シー ト0.5mm
形名・仕様 :500D× 500D 22× 22 560g/m ９

″

依頼事項 音響透過損失測定 (1/3オ クターブバン ド中心周波数100Hzか ら5000Hzま での18
バン ド)



28依開光 第370慇 4葉中2葉
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[依頼品]

品名   1 防音シー ト051■m

形名 。仕様 500D×500D 22×22 560g/ぽ (備 考図2を参照)

[沢1定年月 日]   平成28年 7月 28日

[温度]      音源室 :25℃      受音室 :25℃

[相対湿度]    音源室 :56%     受音室 :58%
[気圧]      音源室 :10 H hPa   受音室 :10HhPa

[音響透過損失測定]

表1測定結果
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図1 測定結果
以下 次葉に続く

1/3オ クターブバン ド

中心周波数 [Hz]
音響透過損失 [dB]
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注 :本成績書の内容を広告物その他に掲載しようとする場合は、あらかじめ当センターの承認を受けてくださいじ



28依開光 第370け

備考

(1)試験装置および試験方法はJIS A 1416:2000に 準拠 した。

(2)沢1定には、備考図 1に示す当センターのタイプⅡ試験室および測定装置を用いた。

試験開口は幅3.65m、 高さ2.74mで あり、音響透過損失計算上の面積は 10.01■
2と

したc

(3)依頼品 (試料)の品名、形名 。仕様、製造者の記載内容ならびに備考図2に示す図面は、

依頼者の申し出に基づき記載 した。

(4)試料を試験開口に取 り付け、音源室側より試料 と試験開日の隙間を油粘上で処理 した。

(5)試料の取付・施工は依頼者が行った。

◎ 12面体 スピーカ  ‐ マイクロホン

(B&K typc 4292)   (B&K typc 4942-A-021)
受音 室 58m3

試
験
開
ロ

」

4ch無 相 関選手源 (B&K NⅢ3104A)
信 号 切 替 スイッチャ(B&K MH4529)

イコライザ

(PanaSOnic WZ― AE32)

増 幅 器

(YANIIAHA P1000S)
増 幅 器

(PanaSOnic WP― D204)

タイプⅡ試験室および沢1定装置

|       |

試験開 口寸法
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口旧関刷Ш
面
単備考P11 沢1定概要図

以下 次葉に続 く

注 :本成績書の内容を広告物その他に掲載 しようとする場合は、あらかじめ当センターの承認を受けてくださいぅ

4葉中3栗



28依開光 第370号 4葉中4薬

`~~~ B

畦閉
立日

畦閉
立日

A

単位 :mm

B―B断面

試料 を試験開 口に取 り付 け、

以 上

音源室側より試料と試験開国の隙間を油粘上で処理した。

備考図2 試料組立図 (依頼者作成 )
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番 号 名 称 備 考

① 防音シー ト(560g/m2′ t=05mm)

② fr t* (+cmx+cm, 2650@56. Eo+oezA)

注 :本成績書の内容を広告物その他に187載 しようとする場合は、あらかじめ当センターの承認を受けてください
=
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